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1. 2021年3月期第3四半期の連結業績（2020年4月1日～2020年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期第3四半期 24,049 △8.1 1,536 12.3 1,728 21.8 1,214 21.7

2020年3月期第3四半期 26,180 △11.7 1,369 △55.6 1,419 △55.2 997 △54.9

（注）包括利益 2021年3月期第3四半期　　1,272百万円 （11.3％） 2020年3月期第3四半期　　1,143百万円 （△49.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年3月期第3四半期 197.95 ―

2020年3月期第3四半期 162.63 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2021年3月期第3四半期 43,861 32,197 72.5

2020年3月期 43,315 31,446 71.7

（参考）自己資本 2021年3月期第3四半期 31,802百万円 2020年3月期 31,058百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年3月期 ― 35.00 ― 45.00 80.00

2021年3月期 ― 40.00 ―

2021年3月期（予想） 60.00 100.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,500 △4.0 2,350 22.0 2,500 25.0 1,750 25.4 285.33

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

業績予想については、本日公表の「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」も併せてご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期3Q 6,492,293 株 2020年3月期 6,492,293 株

② 期末自己株式数 2021年3月期3Q 359,025 株 2020年3月期 358,747 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年3月期3Q 6,133,443 株 2020年3月期3Q 6,133,734 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P．２「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響を受け大幅に落

ち込みましたが、各国政府の経済対策の効果が奏功し、夏場以降に自動車をはじめとする一部の製造業の生産がボ

トムから持ち直してきました。但し、新型コロナ第３波の深刻化や足元の車載用の半導体不足が自動車生産に影響

するリスクなど、引き続き先行きへの不透明感が高止まりしています。 

 当社及び連結子会社（以下「当社グループ」という。）の経営環境においても、当社製品に対する需要の大幅減

の状況から脱却する動きを確認できました。ステンレス鋼線の月平均販売数量は、上半期に2,513トンと大きく落

ち込みましたが、10～12月には3,083トンまで持ち直してきました。また、受注が堅調に推移した超精密ガスフィ

ルター（NASclean®）によって金属繊維は増収となりました。しかし、上半期の販売不振をカバーするには至ら

ず、当第３四半期連結累計期間では売上高240億49百万円（前年同期比8.1％減）となりました。損益については、

高機能・独自製品の売上比率が相対的に高い水準で推移したことに加え、ステンレス鋼線の販売数量の回復による

粗利増加及び操業度損圧縮の効果が寄与しました。営業利益15億36百万円（同12.3％増）、経常利益17億28百万円

（同21.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益12億14百万円（同21.7％増）となりました。 

 

 製品別の売上状況は次のとおりです。 

 

[ステンレス鋼線] 

 国内の建材用途や自動車関連用途の鋲螺用材やばね用材など、ステンレス鋼線全体としてはコロナ禍の影響によ

り販売数量が大きく減少しましたが、コロナ影響の緩和に伴い自動車関連を中心とした需要が回復しております。

また、10～12月平均のＬＭＥニッケル価格がポンド当たり7.23ドル（７～９月平均に比してポンド当たり0.78ドル

上昇）となり、さらに足元ではポンド当たり８ドル台まで上昇傾向が続いており、駆け込み需要も生じたものと捉

えています。一方、太陽光発電パネルや電子部品の製造プロセスで使用されるスクリーン印刷向け極細線が底堅く

推移するなど、高機能・独自製品における疫禍の影響は限定的に止まりました。結果として、第３四半期連結累計

期間におけるステンレス鋼線全体の月平均販売数量が2,703トン（前年同期比18.3％減）となりましたが、売上高

197億94百万円（前年同期比10.7％減）と減収幅を抑制できました。 

 

[金属繊維] 

 ポリエステルフィルムや炭素繊維に関連した設備投資が延期され国内外とも低調に推移したことや、中国国内の

化合繊維向け需要減少が響き、ナスロン®フィルターの販売は低調に止まりました。 

 半導体関連業界向け超精密ガスフィルター（NASclean®）については、第5世代移動通信システム（５Ｇ）の立ち

上がりに加え、リモートワークやオンライン授業の普及に伴いデータセンター向け半導体の需要が増加しました。

課題であった在庫調整の解消も確認でき、当社製品に対する需要も好転しました。 

 結果として、売上高が42億54百万円（前年同期比5.7％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は438億61百万円となり、前連結会計年度末に比べて５億46百万円増加し

ました。流動資産は、278億９百万円となり、７億79百万円増加しました。主な要因は、現金及び預金の増加（10

億38百万円）となります。固定資産は、160億52百万円となり、２億33百万円減少しました。 

 当第３四半期連結会計期間末の負債合計は116億64百万円となり、前連結会計年度末に比べて２億４百万円減少

しました。流動負債は、67億51百万円となり、２億81百万円減少しました。主な要因は、支払手形及び買掛金の減

少（２億82百万円）となります。固定負債は、49億12百万円となり、77百万円増加しました。 

 当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、321億97百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億50百万円増

加しました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2021年３月期通期の業績予想につきましては、2020年９月25日に公表いたしました連結業績予想から変更してお

ります。詳細につきましては、2021年１月28日公表の「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご覧く

ださい。 

 なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

（2020年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

（2020年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 11,980 13,018 

受取手形及び売掛金 7,769 7,504 

商品及び製品 2,090 2,269 

仕掛品 3,328 3,294 

原材料及び貯蔵品 1,709 1,581 

その他 151 139 

流動資産合計 27,029 27,809 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,649 4,498 

機械装置及び運搬具（純額） 5,857 6,440 

土地 1,628 1,627 

リース資産（純額） 9 10 

建設仮勘定 1,290 670 

その他（純額） 551 605 

有形固定資産合計 13,986 13,852 

無形固定資産 319 258 

投資その他の資産 1,979 1,941 

固定資産合計 16,285 16,052 

資産合計 43,315 43,861 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,972 4,689 

短期借入金 437 435 

未払法人税等 64 264 

賞与引当金 549 331 

役員賞与引当金 23 - 

その他 986 1,030 

流動負債合計 7,033 6,751 

固定負債    

長期借入金 372 283 

役員退職慰労引当金 47 59 

退職給付に係る負債 4,394 4,551 

環境対策引当金 1 0 

その他 19 18 

固定負債合計 4,835 4,912 

負債合計 11,868 11,664 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

（2020年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

（2020年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,000 5,000 

資本剰余金 5,442 5,442 

利益剰余金 21,575 22,268 

自己株式 △847 △848 

株主資本合計 31,170 31,862 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △33 △18 

繰延ヘッジ損益 0 0 

為替換算調整勘定 115 76 

退職給付に係る調整累計額 △193 △118 

その他の包括利益累計額合計 △111 △59 

非支配株主持分 387 395 

純資産合計 31,446 32,197 

負債純資産合計 43,315 43,861 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年12月31日) 

売上高 26,180 24,049 

売上原価 22,356 20,222 

売上総利益 3,823 3,826 

販売費及び一般管理費 2,454 2,289 

営業利益 1,369 1,536 

営業外収益    

受取利息 8 6 

受取配当金 12 12 

仕入割引 13 11 

受取補償金 20 22 

雇用調整助成金 - 127 

為替差益 33 17 

その他 9 26 

営業外収益合計 97 223 

営業外費用    

支払利息 5 4 

売上割引 14 11 

支払補償費 13 4 

固定資産除却損 9 5 

その他 4 5 

営業外費用合計 47 31 

経常利益 1,419 1,728 

特別利益    

固定資産売却益 0 - 

特別利益合計 0 - 

特別損失    

ゴルフ会員権評価損 - 5 

特別損失合計 - 5 

税金等調整前四半期純利益 1,419 1,723 

法人税、住民税及び事業税 257 490 

法人税等調整額 135 8 

法人税等合計 393 498 

四半期純利益 1,025 1,224 

非支配株主に帰属する四半期純利益 28 10 

親会社株主に帰属する四半期純利益 997 1,214 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年12月31日) 

四半期純利益 1,025 1,224 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 7 14 

繰延ヘッジ損益 0 △0 

為替換算調整勘定 36 △41 

退職給付に係る調整額 73 75 

その他の包括利益合計 117 48 

四半期包括利益 1,143 1,272 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,121 1,265 

非支配株主に係る四半期包括利益 21 7 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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